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高校生特別発表

すべての世代が住みやすいまちづくり
小澤優翔・吉岡凜・平塚美咲・田村そら

（土浦日本大学高等学校）

1. はじめに
　私たちは「すべての世代が住みやすいまちづくり」を
テーマに，校内アンケート（回答数 788件）を基に探究
活動を行った。テーマ設定及びアンケート実施理由は「住
みやすさの指標は人によって違うのではないか」という
疑問であった。以下，多くあった 4つの回答項目につい
て調査結果と考察を述べていく。
2. 調査結果と考察
(1) 土浦市内の交通網について
　アンケート結果より，市外へのアクセスは良いが，市
内でのアクセスが悪いということが分かった。すでに土
浦市では，コミュニティバスを運営しているが，バス停
の数やルートの少なさに不満の声が多数挙げられてい
る。そこで，フリー乗降制度の取り入れを提案する。こ
れにより，前述のような不満も解決できると考える。そ
して，どこで乗降しても運賃が一律な土浦市のコミュニ
ティバスでは取り入れやすいとも考える。
(2) 土浦駅付近の店舗について
　アンケートでは駅付近への有名店の設置を望む声が多
かった。これは，学生ならではの青春をそのような店に
下校中に立ち寄ることによって感じたいからだと考え
る。そこで，人気のある有名店を設置することで要望に
応え，さらに，幅広い世代からの認知のある店を設置す
ることで更なる集客が見込まれると考える。
(3)全世代かつ他地方まで届く情報拡散について
　土浦市では，情報の拡散方法としてＳＮＳを活用して
いる。そこでは多くのイベント情報も投稿されている。
その例として土浦全国花火競技大会（以下，花火大会）
がある。土浦市の観光入込客数を調査したところ，この
花火大会が，新型コロナウイルス感染症（以下，コロナ）
の流行の影響から中止になった令和 2，3年度の客数は
半数以下まで減少していることが分かった。令和 4年度
には花火大会も復活し，客数は戻ってきているが，コロ
ナ前の値よりは下回っていることが分かった。この要因
の 1つとして，イベント再開に伴う感染症対策やイベン

ト開催情報が行き届いていないことが考えられる。そこ
で土浦市は，人の目を惹きつけるＳＮＳ投稿やＨＰなど
をさらに活用すべきだと考える。また，全国と繋がるＳ
ＮＳを活用することで，他の地域の人へ土浦市の情報を
明確に発信し，土浦市は住みやすいまちだと感じてもら
うことができる。他の地域の人からの評価は，市内在住
者の土浦市に対する印象を高めてくれると考えた。
(4) 土浦市の治安について
　アンケートでは，住みやすいまちとは治安の良さであ
ると言う回答が多くあった一方，土浦市がそのようなま
ちであるという回答はほぼなかった。実際，令和 6年 1

月から 9月までに 900件以上の刑法犯罪が起きており，
茨城県内 44地方での犯罪率順位はワースト 12位である
と茨城県警から発表されていることから，治安がいいと
は言えないことがわかる。治安が悪いまちの特徴として，
裏通りが多い，空き家や空きテナントが多いなどが挙げ
られる。土浦市ではそのような状況，特に使われていな
い建物が多く見られる。そこで，建物が長い期間使われ
ない状況を避けるべきだと考えた。例として，大都市で
開催されているような人気アーティストやアニメのポッ
プアップストアなどを，空きテナントで開催し，人目が
少しでも行き届くようにすることで，人の流れをより良
くするべきだと考えた。
3. まとめ
　以上から，今後の土浦市の在り方として改めて，以下
の 4点を提案する。
➀「フリー乗降制度」を取り入れることによってバスで
の移動範囲を広げる。
➁有名店舗を駅付近に設置することで，安定した顧客を
獲得し，駅付近の過疎化を解決する。
➂土浦市のＳＮＳやＨＰなどをさらに活発化し，土浦市
の取り組みやイベントの認知度，集客問題を解決する。
➃空きテナントなど長い期間人の利用しない無人スペー
スを減らし，予測できる犯罪の防止策とする。


